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みんなのにこにこ
い･ろ･は･う･た

へ
… 

変
だ
な
？ 

と
思
っ
た
時
は　

確
認
を

 

く
す
り
は
正
し
く　

飲
み
ま
し
ょ
う

と
… 

とっ
て
も　

大
切

 

次
の
診
察　
いつ
で
す
か

全4回シリーズ

～第4弾!～

診
断
書
交
付
な
ど
効
率
良
く

　お薬にはたくさんの種
類やのみ方があります。
初めてのお薬を手にした
時や、何か疑問に思った
時は、服用する前に確認
しましょう。

　退院後はご自身での体
調管理が大切になります。
これからの診察予定や病
院で聞きたいことを、ノート
などに書き留めておくこと
をおすすめします。

　

本
院
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
11
月
１
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
改
訂（
平
成
19

年
６
月
）か
ら
す
で
に
５

年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
、

時
代
の
変
化
に
鑑
み
て
、

使
い
や
す
さ
の
向
上
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
「
ウ
ェ
ブ
・
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
見
や

す
く
わ
か
り
や
す
い
情
報

提
供
を
行
え
る
よ
う
、
色

見やすく 分かりやすく

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新英

語
版
も

オ
ー
プ
ン

http://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/

　

6
月
に
入
院
患
者
さ
ん
を
対
象

に
実
施
し
た
食
事
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
「
退
院
後
、
自
宅
で
も
病
院
の
食

食
時
に
選
択
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し

て
お
り
、「
う
な
ぎ
の
蒲
焼
」「
エ

ビ
フ
ラ
イ
」「
天
ぷ
ら
盛
り
合
わ

せ
」「
す
き
焼
き
」「
エ
ビ
チ
リ
」

な
ど
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
も
盛
り
込

ん
だ
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
管
理
室
で
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
患
者
さ
ん
に
食
事
療
法

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

家
庭
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
献
立
作
り
と
食
事
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

退院後、自宅でも病院の食事を参考にしたい
（特別治療食患者）・総数89人

はい 90％（80人）

いいえ 9％（8人）
無回答 1％（1人）

退院後
参考にしたい項目

（患者全体）

献
立

（人） 味
付
け

20

40

60

80

100

120

140

160

野
菜
の
量

副
食
の
量

主
食
の
量

肉
・
魚
の
量

　

特
別
治
療
食
の
患
者
さ
ん
へ
は
、

栄
養
指
導
の
場
で
献
立
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
般
治
療
食
で
は
昼
食
と
夕

病
院
食
で
参
考
に
し
た
い
の
は

本
院
・
患
者
さ
ん

ア
ン
ケ
ー
ト

「
献
立
」!!

調
と
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
テ
ー

マ
カ
ラ
ー
を
「
紺
一
色
」

と
し
た
こ
と
で
、
少
し
地

味
な
印
象
を
持
た
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
く

さ
ん
の
色
使
い
が
視
覚
に

障
害
が
あ
る
人
に
は
見
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
効
い
て
明
度
差
の
あ
る

「
白
と
紺
」
を
選
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
12
月
３
日
に
は
、

英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

公
開
し
、
海
外
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
や
、
日
本
語
の
わ

か
ら
な
い
方
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
情
報
を
整
え
ま

し
た
。

　

今
後
も
皆
様
に
と
っ
て

役
に
立
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
程
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
院
で
は
、
1
月
4
日

に
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
内
に

「
診
断
書
等
受
付
窓
口
」
を

設
置
し
、
外
来
で
の
診
断

書
交
付
受
付
を
行
い
、
ま

ま
た
再
来
院
が
難
し
い
患

者
さ
ん
に
は
、
送
料
を
患

者
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
郵
送
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
外
来
患
者
さ
ん
の
み
で

す
が
、
春
に
は
入
院
患
者

さ
ん
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
診
断
書
関
連
書

類
の
う
ち
、「
介
護
保
険
主

治
医
意
見
書
」
や
「
養
育

医
療
意
見
書
」、「
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
意
見

書
」、
並
び
に
生
活
保
護

や
労
災
に
関
す
る
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
医
療
相
談
係（
①

番
窓
口
）で
対
応
し
ま
す
。

　

一
方
、
初
診
患
者
さ
ん

が
紹
介
状
や
画
像
を
持
参

し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、

窓
口
で
診
察
手
続
き
を
し

た
後
、
診
察
券
と
一
緒
に

外
来
に
持
参
し
、
担
当
医

師
が
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ

て
ス
キ
ャ
ン
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
効
率
を
あ

げ
る
た
め
シ
ス
テ
ム
変
更

を
行
い
、「
診
断
書
等
受
付

窓
口
」
で
紹
介
状
等
を
受

け
取
り
、
ス
キ
ャ
ン
し
て

画
像
と
と
も
に
電
子
カ
ル

テ
に
読
み
込
ま
せ
、
患
者

さ
ん
が
診
察
を
受
け
る
際

に
は
す
べ
て
の
情
報
が
電

子
カ
ル
テ
上
に
現
れ
る
よ

う
一
括
処
理
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
今
後
、
シ

ス
テ
ム
の
検
証
と
改
善
を

行
い
、
さ
ら
な
る
診
療
の

効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

事
を
参
考
に
し
た
い
」
と
答
え
ら

れ
た
方
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
特
別

治
療
食
の
患
者
さ
ん
で
約
90
％
と

大
半
を
占
め
、
一
般
治
療
食
の
患

者
さ
ん
で
も
約
60
％
と
な
り
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
参
考
に
し
た
い
項

目
№
1
は
「
献
立
」、
№
2
は
「
味

付
け
」、
№
3
は
「
野
菜
の
量
」
で

し
た
。

取
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

ま
た
作
成
に
あ
た
っ
て
も
、

保
険
会
社
や
学
校
な
ど
提

出
先
に
よ
っ
て
異
な
る
様

式
の
判
別
や
、
公
印
の
押

印
手
続
き
等
の
事
務
作
業

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
新
設
し
た
「
診
断

書
等
受
付
窓
口
」
で
は
、

診
察
予
約
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
患
者
さ
ん
が
必
要
書

類
を
窓
口
で
手
続
き
し
、

主
治
医
が
記
載
し
た
後
、

医
事
課
で
ス
キ
ャ
ン
し
電

子
カ
ル
テ
と
一
体
化
し
て

か
ら
患
者
さ
ん
に
診
断
書

を
交
付
し
ま
す（
書
類
に

よ
っ
て
は
、
診
察
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

医
事
課
に
専
用
窓
口

た
紹
介
状
の
診
察
前
手
続

き
の
一
括
処
理
を
行
う
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
の
利
便

性
を
図
る
と
と
も
に
、
医

師
が
診
療
に
専
念
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
診
断
書
は
、

患
者
さ
ん
が
主
治
医
の
診

察
日
に
受
診
し
て
依
頼
し
、

後
日
再
度
受
診
し
て
受
け

診断書等の手続きが効率的に行われるように
なった専用窓口
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司法修習生が病院見学
　新65期司法修習生18人と指導弁護士5人が、医
療安全に関する講義の受講と病院見学のため9月26
日に本院を訪れました。裁判官や検察官、弁護士な
どを目指す司法修習生は、南正人手術部長と藤野裕
士集中治療部長事務取扱の案内により各部署を見学
した後、中島和江中央クオリティマネジメント部長
から医療安全に関する取り組みの実際や国内外の最
新の知見に関する講義を受けました。
　司法修習生からは、▽医療安全に関する病院の取
り組み状況がよくわかった▽人間の認知能力の特性
と限界が理解できた▽医師の生の声や現場を知るこ
とができてよかった―などの感想をいただきました。

照
射
精
度
を
高
め
、安
全・
効
果
的
に消

耗
品
を
迅
速
に
、災
害
に
も
備
え

セカンドオピニオン外来の場所を変更
　セカンドオピニオン外来は、本院以外の医療機関
に入院または通院中の患者さんを対象に、本院の専
門医が診断内容や治療法等に関して助言を行う、平
成17年に開設された外来です。
　開設当初は総合診療外来の診察室で行ってました
が、依頼件数が年々増加（昨年度:約400件）してい
ることや、従来の診察室ではスペースが狭いことも
あり、11月1日から外来①番窓口横の保健医療福祉
ネットワーク部の相談室2に場所を変更しました。

市民公開フォーラムを開催
　12月1日に医学部講義棟において市民公開フォー
ラム「がんの予防と早期診断」を開催しました。
　本院では年に1回「市民公開フォーラム」を開催
しており、今年度は「がんの予防と早期診断～がん
を早く見つけるために～」をテーマに、本院の水木
満佐央・化学療法部長の開会挨拶後、中山富雄・大
阪府立成人病センターがん予防情報センター疫学予
防課長ら3人の方々に講演をいただきました。
　当日は、100名を超える参加者が熱心に耳を傾け、
「質問コーナー」では活発な質疑応答が行われ、盛
況のうちに終了しました。

患者さんからのご意見に応える掲示板
　患者さんからのご意見等に対して、その改善状況
や取り組みを広く知ってもらうことを目的として、
ご意見箱掲示板を新設しました。患者さんからいた
だいた貴重なご意見やご要望を真摯に受けとめ、よ

りご満足いただける病院と
なることを目指して、改善
に向けての検討を行ってい
ます。これからも患者さん
に選んでいただける病院と
なるよう、より良いサービ
スの提供に取り組んでまい

りたいと思いますので、忌憚のないご意見をお待ち
しています。

MERRY  CHRISTMAS  
in Handai Hospital

　クリスマスイブの夜、小児医
療センターの病室に夕食を運ん
できたのは、なんとサンタクロ
ース !　本院初の試みとして、
栄養マネジメント部職員がサン
タに扮し=右写真=、手作りの
クリスマスカードとともに夕食
を届けました。いつもはあまり食べられない子供達
も、思いがけないサンタの登場に気分が高揚し、食
事が進んだようです。

　翌25日には、恒例のクリスマスコンサートが外
来エントランスホールで開催されました=上写真。
第一部では大阪女学院高等学校ハンドベル部の方々
による清らかなクリスマスソングの音色が響き、第
二部では本学スペイン舞踏研究部「アルコンパス」
のメンバーによる熱いフラメンコが披露され、楽し
いクリスマスのひとときを皆さんに過ごしていただ
きました。

放
射
線
治
療
科

サプライセンター

　

が
ん
治
療
に
お
い
て
、

切
ら
ず
に
治
す
体
に
優
し

い
放
射
線
治
療
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
で
合

併
症
が
あ
り
外
科
的
な
治

療
が
難
し
い
症
例
に
も
適

し
た
治
療
法
で
す
。
本
院

放
射
線
治
療
科
で
は
、
最

先
端
の
技
術
と
機
器
に
よ

り
安
全
で
効
果
的
な
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
分
野
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の

進
歩
と
と
も
に
高
性
能
な

照
射
機
器
が
開
発
さ
れ
、

副
作
用
が
少
な
く
、
治
療

効
果
が
高
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
代
表
が
、
が

ん
病
巣
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
攻
撃
で
き
る
リ
ニ
ア
ッ

ク（
直
線
粒
子
加
速
器
）で

す
。
さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
ッ

ク
に
よ
る
放
射
線
を
が
ん

病
巣
の
形
に
合
わ
せ
て
照

射
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
た
強
度
変
調
放
射
線
治

療（
I
M
R
T
）と
い
う
方

法
も
開
発
さ
れ
、
広
範
囲

に
複
雑
な
形
を
し
た
病
巣

で
も
正
常
な
組
織
に
障
害

を
ほ
と
ん
ど
与
え
る
こ
と

な
く
治
療
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

画
像
診
断
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
が
ん
病
巣
の
位
置

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

分
析
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ー
ム
に
よ
っ
て
１
０
０
以

上
の
方
向
か
ら
照
射
す
る

こ
と
の
で
き
る
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
は
、
脳
腫
瘍
の
よ

う
に
周
辺
組
織
が
損
傷
さ

れ
る
と
重
大
な
機
能
障
害

が
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る

が
ん
に
威
力
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
の
夏

に
は
最
新
鋭
の
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
が
導
入
さ
れ
、
脳

腫
瘍
や
咽
頭
・
喉
頭
・
舌

な
ど
頭
頸
部
だ
け
で
な
く
、

肺
な
ど
の
体
幹
部
臓
器
も

治
療
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

当
科
は
こ
れ
ら
の
最
新

鋭
の
機
器
を
使
い
、
患
者

さ
ん
の
声
や
嚥
下
機
能
な

ど
が
損
な
わ
れ
な
い
Ｑ
Ｏ

Ｌ（
生
活
の
質
）を
保
っ
た

治
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
が
ん
病
巣
に

小
さ
な
放
射
性
物
質
を
埋

め
込
む
小
線
源
治
療
も
、

泌
尿
器
科
や
婦
人
科
と
共

同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
最
先
端
の
放
射
線

治
療
で
あ
る
粒
子
線
治
療

も
将
来
的
な
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。

　

が
ん
治
療
に
お
い
て
は

放
射
線
治
療
が
第
一
選
択

に
な
る
可
能
性
も
高
く
、

廃
棄
物
を
分
別
す
る
た
め

の
シ
ー
ル
や
ご
み
袋
な
ど

も
あ
り
、
外
来
や
病
棟
、

手
術
室
か
ら
I
C
U
ま
で

病
院
内
の
す
べ
て
の
部
署

に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
で

は
担
当
者
が
週
1
回
各
部

署
を
回
り
、
消
耗
品
の
数

量
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

よ
り
把
握
す
る
と
と
も
に
、

補
充
品
を
各
部
署
の
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
、
翌
日
に
は

届
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

短
期
間
に
多
量
の
需
要
が

あ
っ
て
不
足
し
た
場
合
は
、

各
部
署
か
ら
午
前
中
に
臨

時
請
求
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
セ
ン
タ

ー
内
の
在
庫
管
理
も
適
宜

行
い
、
在
庫
切
れ
の
な
い

よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。

　

本
院
は
災
害
拠
点
病
院

の
指
定
も
受
け
て
い
ま
す

の
で
、
災
害
時
の
医
療
活

動
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、

マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
、
手
袋

な
ど
の
備
蓄
基
地
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ

セ
ン
タ
ー
は
目
立
た
な
い

と
こ
ろ
で
、
病
院
を
支
え

て
い
ま
す
。

●ハートセンター長

澤
さわ

　芳
よし

樹
き

平成19年に循環器内科と心臓血管外
科が同じ病棟9階にあることから統合され、
ハートセンターが設置されました。このたび
小室教授のご退任にあたり、私が再びセン
ター長に就任いたします。循環器内科、心
臓血管外科ともに高度先進医療に取り組
む全国の最終受け入れ病院として、日本中
から期待されております。今後看護部門と
一体になり、一層の合理化を推進し、理想
的な循環器医療を推進できるよう、また一
人でも多くの心血管疾患患者さんのご期待
に添えるように努力していきたいと思っており
ます。

●薬剤部長

三
み わ

輪芳
よしひろ

弘
薬剤部は、調剤室や病棟薬剤室など計
10室から構成され、各室が相互協力して
業務を行っています。他職種間の相互協
力にも積極的に関わり、ICT（感染制御チー
ム）やNST（栄養サポートチーム）等に参画
し、医療チームの一員として薬剤師の職能
を発揮しています。また、抗がん剤調製やレ
ジメンチェック（化学療法計画書の監査）
等の医薬品適正使用管理により、医師・
看護師の負担軽減や医療安全に貢献して
います。今後、薬剤師の病棟常駐を積極
的に進める予定で、更なる質の高い医療の
提供に関与していきたいと考えています。

　
「
普
段
は
気
が
付
か
な

い
が
、
無
く
な
る
と
困
る

モ
ノ
」
は
、
本
院
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
快
適
な
療
養
を
提

供
で
き
る
よ
う
常
に
消
耗

品
の
数
量
を
把
握
し
、
補

給
し
て
い
る
の
が
サ
プ
ラ

イ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
が

管
理
し
て
い
る
消
耗
品
は

４
０
０
種
類
以
上
に
の
ぼ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
滅
菌
の

必
要
の
な
い
も
の
で
す
。

病
院
を
清
潔
に
保
つ
た
め

の
清
掃
関
連
グ
ッ
ズ
、
病

室
等
に
入
る
際
に
使
う
手

の
消
毒
液
、
患
者
さ
ん
の

体
を
ふ
く
布
、
医
療
機
器

の
電
池
、
酸
素
マ
ス
ク
、

人
工
呼
吸
器
の
パ
ー
ツ
、

検
査
用
の
尿
コ
ッ
プ
、
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
患
者

さ
ん
が
病
院
で
目
に
す
る

様
々
な
消
耗
品
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
診
察
室
や
ナ

ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
必

要
な
文
房
具
も
管
理
し
て

い
ま
す
。
特
に
使
用
頻
度

が
高
い
も
の
は
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
ブ
ル
の
手
袋
で
、
患

者
さ
ん
の
体
を
ふ
い
た
り
、

部
屋
を
掃
除
し
た
り
す
る

と
き
に
よ
く
使
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
医
療
安
全
に

関
す
る
も
の
で
は
、
医
療

当
科
で
は
医
師
だ
け
で
は

な
く
放
射
線
技
師
、
医
学

放
射
線
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
あ
る
医
学
物
理
士
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
、
高
度
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
放
射
線
治
療
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

多様な消耗品が迅速に補給されていく

最新機器を使って効果的・安全に治療が行われる

新中央診療施設長等ごあいさつ


